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 平成 20 年岩手・宮城内陸地震に伴い、土砂災害の危険性が高い

地域を対象として、「土砂災害危険箇所点検緊急支援チーム」が実

施していた「土砂災害危険箇所等の緊急点検」が１９日に終了し

たので、その調査結果を報告します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問合せ先 

 国土交通省砂防部砂防計画課 

 課長補佐       佐藤 保之（内 36142） 

  火山・土石流対策係長 相沢 幸治（内 36-154）  

  ℡０３－５２５３－８１１１ 

土砂災害危険箇所点検緊急支援チームの活動結果（報告）

 

「平成 20 年岩手・宮城内陸地震による被災地域の 

土砂災害危険箇所等の緊急点検結果について」 



 
 
１．点検の目的 

  平成 20 年岩手・宮城内陸地震に伴い、今後の降雨等により土砂災害発生の危険性が懸

念されることから、２次災害防止等に役立てることを目的として実施しました。 

 

２．点検期間 

   6 月 15 日（日）～19 日（木） の５日間 

 

３．実施体制 

岩手県関係職員（ボランティア団体等を含む）４０人と宮城県関係職員５名、宮城県・

岩手県知事からの国土交通省大臣への要請に基づき、国土交通省職員（ＴＥＣ－ＦＯＲＣ

Ｅ）１１３人（本省砂防部、北海道開発局、東北・関東・北陸・中部地方整備局、国土技

術政策総合研究所）、７県の職員５４人（青森、秋田、山形、福島、栃木、群馬、新潟県）

から構成された「土砂災害危険箇所点検緊急支援チーム」により実施しました。（現地本部

は国土交通省岩手河川国道事務所一関出張所に設置。）【総数：約２１２名】 

 

４．実施範囲 

  岩手・宮城内陸地震の震度５強以上を観測した地域のうち、宮城県・秋田県が独自に

調査を実施する市町村を除く１１市町村において、土石流、がけ崩れや地すべり等土砂

災害の恐れがある箇所のうち、現地に立ち入りが可能な２７７１箇所＊を点検しました。 

＊ 今回の調査で新たに確認された危険箇所３２箇所を含む。また、現地に立ち入りが困難

であった危険箇所３１箇所を除く（当該箇所の住民は避難済み）。 

 

（調査対象市町村）  

岩手県 奥州市、北上市、金ヶ崎町、一関市、平泉町 

宮城県 栗原市、大崎市、加美町、涌谷町、美里町、登米市      

 

 【参考】 

 秋田県による独自調査を実施した市町村：湯沢市、東成瀬村 

 宮城県による独自調査を実施する市町村：名取市、仙台市（東部）、利府町 

 

５．点検結果 

 点検した２７７１箇所のうち、表のように、応急対応する必要があるとされるＡラン

クの箇所は２０箇所でした。 

 なお、点検結果はその後の精査によって変更することがあります。 

 点検結果は随時、岩手県、宮城県及び両県を通じて各市町村に提供することとともに、 

応急対策や警戒避難体制を構築するように助言しています。 

 また、今回の点検結果をとりまとめ、２０日午後に西本晴男現地本部長（国土技術総

合政策研究所危機管理センター長）から、宮城県、岩手県、栗原市役所等に報告します。 

 

 

 

 

 

 



 

６．点検結果の対応状況 

 宮城県及び岩手県は、今回の結果に基づき、市町村と連携して住民に土砂災害に対す 

る警戒を呼びかけるとともに、崩壊土砂の除去や雨水浸透防止のためのシート設置等の 

応急対策を実施しております。 

 

  

    
緊急点検状況（宮城県大崎市鳴子町字岩入）  支援チームからの助言（一関出張所） 

 

           

          応急対策状況（岩手県奥州市衣川区大平）     

 


